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平成２５年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会 

平成２５年２月１８日（月） 

                           大谷処理場 会議室 

 

（午後２時００分 開会） 

○議長   皆さん、こんにちは。ただいまから、平成２５年第１回相楽郡広域事務組合

議会定例会を開会いたします。 

  平成２５年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会の開催に当たり、一言御挨拶を申し

上げます。 

  議員の皆様には各市町村議会での活動など、公私極めて御多用の中、御出席を賜り厚

くお礼申し上げます。 

  もう年も変わりまして、いまやもう２月半ばで本当に早く時が流れておりまして、春

の訪れも間近になってまいりましたが、まだまだ厳しい寒さの毎日であります。議員の

皆様方には３月議会を控え、公私極めて御多用のところ、御出席を賜り厚くお礼申し上

げます。 

  さて、今定例会に提案されます案件は、平成２４年度補正予算及び平成２５年度予算

など、極めて重要な案件が提案されます。慎重な御審議の上、適切妥当な結論が得られ

ますことをお願い申し上げますとともに、円滑なる議会運営に御協力賜りますよう、あ

わせてお願い申し上げ、開会の挨拶とさせていただきます。座らせていただきまして進

めさせていただきます。 

  本日の会議に欠席の通告議員は、２番議員の西山幸千子議員であります。 

  ただいまの出席議員は１３名で、定足数に達しております。なお、理事であります河

井市長は病気のため、田中副市長が出席していただいております。よろしくお願いいた

します。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  まず代表理事から挨拶を受けます。 

  木村代表理事、お願いいたします。 

○木村代表理事   皆さん、こんにちは。 

  それでは、第１回定例議会に当たりまして、御挨拶申し上げたいと思います。 

  本日は平成２５年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会を招集させていただきました

ところ、議員の皆様方におかれましては、公私とも何かと御多用の中、また大変冷たい

雨の中、御出席を賜りまことにありがとうございます。 

  平素は、当組合の運営に格別の御理解と御協力を賜っておりますことに対しまして、

改めて厚くお礼を申し上げます。 
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  さて、我が国経済はデフレ脱却と持続的な経済成長の実現のため、政府、日本銀行の

政策連携がなされ、物価安定の目標を２％とされました。これらの政策などを踏まえま

して、為替は円安に、株価は上昇基調となっており、景気回復への大きな期待のあらわ

れであるとの見方もなされております。 

  御承知のとおり、政府は一般会計の総額が９２兆６，０００億円余りにのぼる来年度

予算案を閣議決定され、今月末に国会に提出される予定であります。特に、平成２４年

度補正予算と一体となりました「１５カ月予算」、その予算の重点化として、国民の命

と暮らしを守る公共事業予算を充実させるなど、予算配分の大胆な見直しがなされてお

り、地方交付税にあっては地方公務員給与が一方的に減額されるものとして積算され、

地方六団体の異論を受けて、新たに別途地域の実情に応じた地域の元気づくり事業につ

いて普通交付税に措置されるというように理解をいたしております。私たち構成市町村

の財政は、地方交付税の抑制や社会福祉関係経費の増加等により、引き続き非常に厳し

い状況が続いております。 

  このような中にありまして、財源の約８０％が構成市町村の分担金であります本組合

としましては、事務の効率化を図りながら、効果的な組合運営を目指し、さらなる経常

経費の徹底した節減により歳出を抑える一方、し尿処理事業を中心に、消費生活センタ

ー、休日応急診療所の運営など、地域住民の期待に的確にこたえられるよう各種事業に

取り組んでいるところでございます。 

  それでは、ここで昨年１１月１９日に開催しました定例議会以降の本組合の主な内容

について御報告申し上げます。 

  初めにし尿処理業務につきましては、し尿及び浄化槽汚泥の搬入量につきましては、

下水道の進捗によりまして年々減少しており、平成２４年１２月末現在で、し尿は前年

比７．２％、浄化槽汚泥は前年比５．３％とそれぞれ減少しており、今後も減少してい

くことが予想されます。 

  また、大谷処理場運転維持管理業務につきましては、平成１７年度より、下水道の整

備等に伴います一般廃棄物処理業等の合理化に関する特別措置法、いわゆる「合特法」

の趣旨を踏まえた措置として、し尿・浄化槽汚泥収集運搬業者で構成されております「京

都南部環境事業協同組合」に委託して業務を遂行しているところでございますが、安定

的な運転がなされるとともに、適正な処理業務が行われております。 

  次に、消費生活センターにつきまして報告させていただきます。開設後、間もなく３

年が経過しようとしておりますが、本年度は１２月末現在での相談件数につきましては

３３０件、１日平均１．８件の相談であります。前年度と比較しますと２９件、８．８％

の減となっております。また、来所相談の比率が約２７％と高くなっており、住民の皆

様にとりましてより身近なセンターであるのではないかと考えております。 
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  相談内容につきましては、ほぼ全国的な相談内容と同じ傾向で、スマートフォンの普

及により、出会い系サイト、携帯電話の不当請求といった相談が多くなっております。 

  また、地方消費者行政活性化基金の上積み分約１００万円を活用させていただき、当

センターの周知を図りますとともに、高齢者の消費者被害防止に向けた取り組みを強化

するため、京都府消費生活安全センター及び京都府木津警察署に御協力をいただき、「高

齢者に多いトラブル事例集」及び「訪問販売お断りステッカー」を作成し、各市町村の

１月号広報誌に挟み込みにより全戸配布をさせていただきました。 

  次に、ふるさと市町村圏振興事業について御報告申し上げます。本事業は基金７億円

の運用益により、ソフト事業を展開しております。まず「相楽の文化を創るつどい」に

つきましては、去る２月１０日、日曜日、木津川市加茂文化センター、いわゆるあじさ

いホールにおきまして、１３団体、２５０人が出演され、約６００人の御参加のもと、

成功裏に終了いたしました。 

  次に、本年度のシンポジウムにつきましては、『「木津川はいま・・・」―木津川流

域・相楽を考える―』というテーマで、来る３月１０日、日曜日に、相楽会館大ホール

で相楽ふるさと塾の修了生で構成されます「ふるさと相楽２１」と本組合の主催により

開催をいたします。 

  最後に、休日応急診療所につきましてでございます。平成２４年６月の開設から８カ

月が経過いたしましたが、１２月末現在での受診者数は２５６人、１日当たりの受診者

数は平均しますと６．６人でありました。特に、２月に入ってからはインフルエンザの

受診者が増加し、２月１１日までの３日間で平均１７．６人が受診されております。 

  以上が今日までの経過でございます。 

  さて、今定例議会に提案いたします議案は、平成２５年度一般会計予算及び特別会計

予算など７議案でございます。各議案とも御審議の上、可決賜りますようにお願いいた

します。 

  以上、報告を兼ねまして、開会に当たっての御挨拶とさせていただきます。どうかよ

ろしくお願いいたします。 

○議長   ありがとうございました。 

  議事日程の報告を申し上げます。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

  これより議事日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１２条の規定により、議長において指名します。 

  １番、高岡伸行議員、３番、中野重髙議員を指名します。 

  日程第２、会期の決定を議題とします。 
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  お諮りします。 

  本定例会の会期は、去る２月５日開催の議会運営委員会において、本日１日間とする

ことで決定されておりますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。 

  よって、本定例会の会期は本日１日間に決定いたしました。 

  日程第３、委員会提案第１号、相楽郡広域事務組合議会会議規則の一部を改正する規

則の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに提出者である議会運営委員会、西岡委員長より提案理由

の説明を求めます。 

  西岡委員長。 

○西岡委員長   議会運営委員長の西岡でございます。 

  委員会提案第１号、相楽郡広域事務組合議会会議規則の一部を改正する規則について、

地方自治法第１０９条の２第５項及び相楽郡広域事務組合議会会議規則第１４条第２項

の規定により、別紙のとおり提出をいたします。 

  提案理由につきましては、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、本議会に

おいても委員会と同様、公聴会の開催及び参考人の招致をすることができるようになっ

たこと、及び引用条文について整合性を図るため、所要の改正を行うものでございます。 

  それでは、新旧対照表で説明をいたします。 

  まず目次でございますが、このたびの改正により第１４章公聴会と第１５章参考人を

加えるため、現在の第１４章から第１７章までがそれぞれ２章ずつ繰り下がるものでご

ざいます。 

  次に、第１７条及び第７４条につきましては、地方自治法の条項の移動に伴い、それ

ぞれ改正を行うものであります。 

  次に、第１４章として、公聴会については第１１８条から第１２３条まで、及び第１

５章として、参考人については第１２４条を加えるものであります。なお、公聴会の開

催の決定及び参考人の出席要求につきましては、議会の議決でこれを決めることとして

おります。 

  附則として、この規則は公布の日から施行する。ただし第７４条の改定規定は、平成

２５年３月１日から施行するものであります。 

  以上、提案理由の説明とさせていただきますので、御審議のほどよろしくお願いいた

します。以上です。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。この採決は挙手によって行います。 

  委員会提案第１号、相楽郡広域事務組合議会会議規則の一部を改正する規則の件を採

決します。原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、委員会提案第１号、相楽郡広域事務組合議会会議規則の一部を改正する規則

の件は、原案のとおり可決されました。 

  なお、ただいま可決されました会議規則の一部の改正に基づき、全員協議会規程の一

部を改正する規程を別添のとおり公布する準備を進めておりますので、御承知おきいた

だきますようお願いいたします。 

  次に、日程第４、委員会提案第２号、相楽郡広域事務組合議会委員会条例の一部を改

正する条例の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに提出者である議会運営委員会、西岡委員長より提案理由

の説明を求めます。 

  西岡委員長。 

○西岡委員長   議会運営委員長の西岡でございます。 

  委員会提案第２号、相楽郡広域事務組合議会委員会条例の一部を改正する条例につい

て、地方自治法第１０９条の２第５項及び相楽郡広域事務組合議会会議規則第１４条第

２項の規定により、別紙のとおり提出をいたします。 

  提案理由につきましては、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、委員の選

任、任期等が条例委任されたため、所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容につきましては、新旧対照表をご覧ください。 

  第５条の委員の選任についてですが、第２項として「特別委員は特別委員会に付議さ

れた事件が議会において審議されている間存在する。」を加えるものであります。 

  附則として、この条例は平成２５年３月１日から施行するものであります。 

  以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

○議長   提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑はあり

ませんか。 



6 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。   

委員会提案第２号、相楽郡広域事務組合議会委員会条例の一部を改正する条例の件を

採決します。この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、委員会提案第２号、相楽郡広域事務組合議会委員会条例の一部を改正する条

例の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第５、同意第１号、相楽郡広域事務組合監査委員の選任の件を議題としま

す。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、同意第１号を提案させていただきます。 

  同意第１号、相楽郡広域事務組合監査委員の選任について。 

  相楽郡広域事務組合監査委員に下記の者を選任したいから、地方自治法第１９６条第

１項の規定により、議会の同意を求めます。 

  記として、お住まいは笠置町大字飛鳥路小字小湗３５番地、お名前は仲北悦雄様でご

ざいます。生年月日は昭和２２年１０月２２日、経歴につきましては、平成２４年１２

月から笠置町の監査委員として、していただいております。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  提案理由でございます。当組合監査委員の髙見進氏の任期が平成２５年５月２５日を

もちまして満了することに伴いまして、その後任の監査委員を選任するため議会の同意

を求めるものでございます。 

  御審議の上、原案のとおり御同意いただきますようにお願いいたします。 

○議長   以上で議案の提案説明が終わりました。 

  この案件は人事案件でもあり、質疑討論を省略し、採決することにしたいと思います

が、これに御異議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長   異議なしと認めます。したがって、この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり同意することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、本案は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  次に、日程第６、議案第１号、相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例の件を議題といたします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第１号を提案させていただきます。 

  議案第１号、相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

  相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を、別添のとおり

定めます。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  提案理由でございます。本組合職員の管理職手当につきましては、平成２４年度に次

長職を設置したことに伴い、当該職への管理職手当の支給を規定しましたが、平成２５

年度から事務局長に従来からの嘱託職員から常勤職員を充てるべく、当該職への管理職

手当支給に係る一部改正を行いたいので、この条例を提案するものでございます。 

  また、改正に当たりましては、構成市町村及び関係一部事務組合の管理職手当の支給

額を調査し、地域手当についても所在地であります木津川市に準じていることや、職務

職階制が６級制であること、本組合事務局長が担う業務の困難性などを総合的に勘案し

た結果、１２％が妥当であると判断いたしました。 

  この件につきましても御審議の上、原案のとおり可決賜りますようにお願い申し上げ

ます。 

○議長   以上で、議案の提案説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  議案第１号、相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の件

を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第１号、相楽郡広域事務組合職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の件は、原案のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第２号、相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一

部を改正する条例の一部を改正する条例の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第２号を提案させていただきます。 

  議案第２号、相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例について。 

  相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の一部

を改正する条例を別添のとおり定めます。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  提案理由でございます。平成２２年度までに本組合が売り捌いていましたし尿くみ取

り券の使用を平成２４年度末をもって中止することに伴いまして、組合券の取り扱いを

還付するのみに限定することとしたいので、この条例を提案するものでございます。 

  御審議の上、原案のとおり可決賜りますようにお願い申し上げます。 

○議長   以上で議案の提案説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 
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  議案第２号、相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正す

る条例の一部を改正する条例の件を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第２号、相楽郡広域事務組合廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第８、議案第３号、平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第

３号）の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第３号を提案させていただきます。 

  議案第３号、平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第３号）について。 

  平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第３号）を別添のとおり定めま

す。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  それでは、提案説明を申し上げます。 

  今回の一般会計補正予算（第３号）は、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出そ

れぞれ２０５万２，０００円を減額し、補正後の総額を６億１，４３６万８，０００円

とするものでございます。 

  歳入歳出補正予算の内容でございますが、まず歳入につきましては、分担金は４８４

万７，０００円の減、負担金は２３４万９，０００円の増、手数料で５６万７，０００

円の減、繰越金は１０１万３，０００円の増となっております。 

  次に、歳出では相楽会館費で１２万８，０００円の増、し尿収集運搬業務委託料１１

９万６，０００円の減、し尿処理手数料還付金６６万４，０００円の減など、衛生費で

２０８万３，０００円の減とするものが主なものでございます。 

  以上、平成２４年度一般会計補正予算（第３号）の概要を申し上げまして、提案説明

とさせていただきます。 

  なお、事務局より補足説明をさせますので、御審議の上、原案のとおり可決賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長   提案理由の説明がありましたが、補足の説明を求めます。 

  事務局。 



10 

○國子主幹   事務局の國子でございます。 

  それでは、議案第３号、平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第３号）

についての補足説明を申し上げます。今回の補正予算は、主に年度末での精算に伴いま

す関係科目での更正を行うものでございます。 

  それでは、歳入の内訳から説明申し上げますので、予算書の４ページをお開きくださ

い。 

  まず、第１款分担金及び負担金、第１項、第１目分担金につきましては、総額で４８

４万７，０００円を減額するものでございまして、その内訳につきましては、右側の説

明欄に記載のとおりでございます。これらは分担金条例での基礎数値を可能な限り直近

のものを使用することとしておりますため、当初予算の段階では仮の数値で算定してお

りますことから、今回の補正で本来の基礎数値に置きかえて算定し直したものによるも

のでございます。さらに、歳出での不用額などによります全体経費額の変動に合わせま

して、分担金の算定がえも行ったものでございます。 

  次に、第２項、第１目負担金でございますが、し尿処理手数料のうち、市町村券での

搬入に係ります不用額分が１６９．１キロリットル分で１８６万円、さらに組合券での

搬入に係ります分担金からの振り替えが４２０万９，０００円の増で、差し引き２３４

万９，０００円の増とするものでございます。これは当初予算編成時では組合券により

ます搬入量を総搬入量の５％として積算しておりましたが、実績見込みでは約１％で、

市町村券による搬入が多くなっているため、財源を振りかえるものでございます。 

  次に、第２款使用料及び手数料、第２項手数料、第１目衛生手数料でございますが、

浄化槽汚泥の搬入量も下水道の進捗などによりまして減少傾向で、当初より２９０キロ

リットル、台数で１６２台分の減少となり、５６万７，０００円を減額するものでござ

います。 

  次に、第４款、第１項、第１目繰越金でございますが、前年度決算によります繰越金

の残額１０１万３，０００円の増でございます。 

  続きまして、歳出に移りますので、６ページをお願いいたします。 

  第２款総務費、第１項総務管理費、第３目相楽会館費で、１２万８，０００円を増額

するものでございます。昨年１０月に発生いたしました相楽会館漏水緊急修理工事のう

ち排水設備分につきましては、木津川市道の下の埋設配管を修理したものでございまし

て、工事後３カ月経過してから路面の本復旧をするものと規定されておりますため、工

事請負費として計上するものでございます。 

  次に、第３款衛生費、第２項清掃費につきましては、各種業務の入札、執行残を精査

いたしまして、不用額として減額するものでございます。特に、第２目し尿処理費、第

１３節委託料のうち、し尿収集運搬業務委託料減といたしまして１１９万６，０００円、
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第２３節償還金、利子及び割引料といたしまして、し尿処理手数料、組合券分、還付金

の減、６６万４，０００円とするものでございます。この合計が１８６万円のとなりま

して、先ほど歳入で説明いたしましたし尿処理手数料負担金不用額分と合致するもので

ございます。 

  最後に、第６款予備費でございますが、９万７，０００円を減額し、その他の不用額

などとあわせまして分担金の精算を行うものでございます。 

  なお、次の８ページには今回の分担金の算出表を添付しておりまして、この右から二

つ目の分担金補正額を各市町村の分担金割合によりましてそれぞれ算出しております。

これが９ページの分担金精算一覧表にお示ししております市町村ごとの精算額の内訳で

ございまして、市町村ごとの精算額につきましては、右の合計欄の網掛け部分でござい

ます。 

  以上で、議案第３号の補足説明といたします。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長   以上で議案の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  議案第３号、平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第３号）の件を採

決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第３号、平成２４年度相楽郡広域事務組合一般会計補正予算（第３号）

の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第９、議案第４号、平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別

会計補正予算（第２号）の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第４号を提案させていただきます。 
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  議案第４号、平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計補正予算（第

２号）について。 

  平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計補正予算（第２号）を別添

のとおり定めます。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  それでは、提案説明を申し上げます。 

  今回の特別会計補正予算につきましては、既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出

それぞれ１４８万２，０００円を減額し、補正後の総額を１，７７９万円とするもので

ございます。 

  歳入歳出予算の補正の内容でございますが、まず歳入では休日応急診療所収入で１４

８万２，０００円を減額するものでございます。 

  次に、歳出では衛生費で需用費５１万円の減額分うち、５０万円を工事請負費へ組み

替えをするものと、休日応急診療費予備費で１４７万２，０００円を減額するものでご

ざいます。 

  以上、平成２４年度特別会計補正予算（第２号）の概要を申し上げまして、提案説明

とさせていただきます。 

  なお、事務局より補足説明をさせます。どうか御審議の上、原案のとおり可決賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長   提案理由の説明がありましたが、補足の説明を求めます。 

  國子主幹。 

○國子主幹   それでは、議案第４号、平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事

業特別会計（第２号）につきましての補足説明を申し上げます。 

  まず、歳入の内訳から説明申し上げますので、予算書の４ページをお開きください。 

  第２款休日応急診療所収入、第１項、第１目府補助金につきましては、当初、休日応

急診療所の開設に合わせ、（仮称）健康フォーラムを計画し、その財源として京都府み

らい戦略一括交付金を充当することで進めてまいりましたが、開所式を式典のみといた

しましたため、減額するものでございます。 

  第２項、第１目診療報酬収入につきましては、診療報酬収入単価並びに診療報酬収入

の請求日数の減によるものでございます。まず、単価につきましては、当初近隣自治体

の調査結果を踏まえ、１人当たり９，０００円で計上いたしましたが、６月から１０月

までの実績値が６，１４３円で、冬場のインフルエンザ患者の増加などの状況を踏まえ、

６，５００円と設定いたしました。また、平成２５年３月分の診療報酬につきましては、

平成２５年４月に請求いたしますことから、平成２５年度での収入となりますため、３
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月の診療日数６日分を減とするものでございまして、これらの合計で１４７万２，００

０円を減額するものでございます。 

  続きまして、歳出を説明申し上げます。 

  第２款、第１項衛生費、第１目休日応急診療費を１万円減とするものでございます。

各経費の執行見込みに伴いまして、需用費で５１万円の減とするものでございます。ま

た、工事請負費といたしまして、これまでに「診療所の場所がわかりにくい、特にＪＲ

の踏切近辺の曲がる場所がわかりにくい」との声が寄せられておりますので、案内標識

を５０万円程度のもので設置するための費用を計上するものでございます。 

  第２目休日応急診療費予備費につきましては、１４７万２，０００円、診療報酬収入

減分を減額するものであります。 

  以上で議案第４号の補足説明といたします。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長   以上で議案の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  議案第４号、平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計補正予算（第

２号）の件を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第４号、平成２４年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計補正

予算（第２号）の件は、原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第１０、議案第５号、平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算の件

を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第５号を提案させていただきます。 



14 

  議案第５号、平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算について。 

  平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算を別添のとおり定めます。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  それでは、提案説明を申し上げます。 

  平成２５年度一般会計予算の編成に当たりましては、今日の市町村財政の厳しい実態

を踏まえ、歳出を厳しく精査し、分担金の削減に努めました。また、各市町村の企画、

衛生、消費生活、医療及び財政担当課長会議をそれぞれ開催し、担当部局との調整、協

議を十分に行ってまいりました。最終的にそれらの議論を踏まえた上で、理事会におい

て決定をし、提案させていただくものでございます。 

  平成２５年度一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ５億５，６００万円といたし

ております。前年度比較では５，９００万円、９．６％の減となっております。 

  歳入歳出予算の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

  まず、歳入では、分担金及び負担金、５億３，５３３万５，０００円で、歳入総額の

約９６％を占めております。その内訳としましては、分担金は４億４，６６１万１，０

００円、負担金は８，８７２万４，０００円でございます。一方、使用料及び手数料は、

１，７３８万８，０００円で、歳入総額の約３％を占めております。 

  次に、歳出につきましては、議会費は４２万５，０００円、総務費は３，４１１万６，

０００円、衛生費は３億６１２万９，０００円、商工費は６９１万６，０００円、公債

費は２億７４８万８，０００円、予備費は９２万６，０００円をそれぞれ計上いたして

おります。そのうち衛生費及び公債費で予算総額全体の９２．３％を占めております。 

  以上、平成２５年度一般会計予算の概要を申し上げて提案説明といたしますが、なお

事務局より補足説明をさせます。 

  御審議の上、原案のとおり可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長   提案理由の説明がありましたが、補足の説明を求めます。 

  事務局、福田次長。 

○福田次長   事務局の福田でございます。 

  それでは、議案第５号、平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算につきまして、

前年度からの変更点や特に重要な点を中心に補足説明を申し上げます。 

  まず、歳入から申し上げますので、平成２５年度一般会計予算書の４ページをお開き

願います。 

  最初に、第１款分担金及び負担金の第１項分担金でございます。分担金におきます変

更点などにつきましては、まず休日応急診療所の運営が１年間分となることによる増額

や、消費生活分担金が増額する反面、処理場更新公債費分担金では、一部の償還の完了



15 

に伴います減額などによりまして、分担金総額が大幅に減少しております。 

  なお、市町村ごとの分担金額につきましては、予算書の２３ページ以降に算出資料を

つけておりますので、後ほど参考にご覧ください。 

  次に、第２項負担金につきましては、市町村から搬入されましたし尿の量に応じまし

た各市町村からの負担金でございまして、前年度より２３８万１，０００円の減少でご

ざいます。 

  次に、第２款使用料及び手数料に入りまして、第１項使用料でございますが、相楽会

館貸室料を前年度と同額の２０万円を見込んでおります。 

  ５ページに移りまして、第２項手数料でございますが、浄化槽汚泥投入手数料を８，

８４０キロリットル、１，７１８万８，０００円を見込んでおります。 

  次に、第３款府支出金につきましては、消費生活センターの運営に対します京都府消

費者行政活性化事業補助金を３０７万６，０００円見込んでおります。国の地方消費者

行政活性化基金につきましては、平成２１年度から２４年度の４カ年を地方消費者行政

強化のための集中育成・強化期間と位置づけ、各都道府県に造成した基金を活用して、

消費者行政強化に取り組む地方公共団体を集中的に支援するものでございました。当組

合におきましても、平成２２年３月に消費生活センターを設置し、消費生活相談員３名

の人件費、運営経費等の大半の事業費は国の基金、いわゆる京都府の補助金で運用して

まいりましたが、平成２４年度で基金事業が終了し、平成２５年度から従来の充当率１

０割から２分の１の新交付金制度に変わるとのことで、そのように予算化をしているも

のでございます。 

  しかし、京都府から、国において基金の取り崩し可能期間を平成２５年度まで延長さ

れるとの情報が入っております。また、２４年度補正予算で６０．２億円の上積みをす

るとのことではございますが、国の予算が確定したのち、今後補正予算において組み替

えを行う予定としております。 

  次に、第４款繰越金でございますが、前年度と同額の１，０００円の計上でございま

す。 

  あと、６ページの第５款諸収入の第１項預金利子を１万円、第２項雑入を前年度と同

額の１９万円を計上しております。 

  以上、歳入合計で５億５，６００万円となるものでございます。 

  続きまして７ページの歳出でございます。 

  まず、第１款議会費でございますが、前年度と同じ内容でございます。 

  次に、８ページに移っていただきまして、第２款総務費の第１項総務管理費でござい

ますが、まず最初の第１目理事会費につきましては、１万３，０００円の減の２８万５，

０００円を計上いたしております。 
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  次の第２目一般管理費でございますが、２，９６０万５，０００円を計上しておりま

す。さきの第１号議案で説明をいたしましたとおり、平成２５年度で嘱託職員の事務局

長を常勤職員とするとともに、一般事務の補助といたしまして臨時職員を１名雇用する

予定でございまして、常勤職員３名と臨時職員１名の４人体制とすることとしておりま

して、事務局長の報酬で３９１万円の減少など人件費で予算額が大幅に減少しておりま

す。 

  次に、９ページの第３目相楽会館費につきましては、これまでからの建築基準法に基

づきます京都府の指摘事項に対応するため、排煙設備、非常用照明等に伴います改修と

いたしまして、工事請負費に２４４万４，０００円を計上いたしております。 

  次の、第４目公平委員会費につきましては、前年度と同じ内容でございます。 

  次に、１０ページに移っていただきまして、第２項監査委員費につきましても、前年

度と同じ内容でございます。 

  続きまして、１１ページに移っていただきまして、第３款衛生費の第１項保健衛生費

でございます。この内容は休日応急診療所の運営事業につきましては、特別会計での診

療所事業の収支不足１，２９９万６，０００円を一般会計から繰り出しをするものでご

ざいます。 

  １２ページに移っていただきまして、次に第２項清掃費でございますが、ここではし

尿処理に係ります事業でございます。まず、第１目清掃総務費につきましては、需用費

でのし尿くみ取り券の印刷で、前年度印刷の残数などの関係から、５万円の減額の２５

万円を見込んでおります。 

  次の、第２目し尿処理費につきましては、近年でのし尿処理量の減少傾向に伴います

関係経費の減額が続いておりますが、大谷処理場の運転維持管理業務委託料では、電気

料金及び維持補修費の増加を中心に２２０万円の増額となってございます。 

  次に、１３ページに移っていただきまして、第４款商工費につきましては、消費生活

センター運営事業でございますが、これまでの相談実績や国の補助金が廃止される動向

を踏まえまして、平成２５年度におきましては相談体制の見直しを行っております。具

体的には、相談員の勤務日数を週４日から週３日にいたしますとともに、巡回相談を取

りやめまして、センターでの相談体制を維持・強化することといたしております。また、

各市町村広報誌等を活用させていただきまして、消費生活センターの周知や消費生活講

座の開催、また消費生活出前講座の開催等を通じ、消費者被害の未然防止、拡大防止を

図っていきます。これら関係経費で６９１万６，０００円を計上しており、そのうち３

０７万６，０００円を府の消費者行政活性化事業費補助金を活用するものでございます。 

  続きまして、１４ページに移っていただきまして、第５款公債費でございますが、一

部の償還の完了に伴いまして、元金で４，５１７万２，０００円の減額、利子で４３４



17 

万９，０００円の減額となってございます。 

  最後に、１５ページの第６款予備費を加えまして、以上の歳出合計で５億５，６００

万円となるものでございます。 

  以上が歳入歳出予算の前年度との比較を中心とします概要でございます。 

  なお、そのほかの関係いたします内容を資料集として別にお配りしておりますので、

必要に応じましてご覧いただきますようお願いいたします。 

  以上で議案第５号の補足説明といたします。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長   以上で議案の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  佐々木議員。 

○佐々木議員   ２件お伺いします。 

  １件は先ほど説明がありましたが、５ページのほうにある府補助金ですね。消費者行

政の関係の。これは先ほど説明あったように、国の予算で仮に積み増しというか、継続

をするとなった場合は、前年並みの収入が確保できるという見通しなのか、どの程度の

要するに減額分も、戻す可能性があるのか、それが１点目です。 

  ２点目は、これは私らの反省の意味があるんですが、この一、二年の間に議会関係の

さまざまな会議規則等を大幅改正をしました。その理由は、一つには地方自治法の改正

というのがあるんですけれども、その改正をした一部ですね、本来は何年か前の地方自

治法改正等によってもっと早く手をつけなければならなかったものが入ってきたわけで

す。そういった意味で、あと、この予算編成についても、先ほど代表理事からもありま

したが、それぞれの、例えば衛生だとか、医療だとか、さまざまな各市町村の担当者に

寄ってもらってこれを編成したということであります。 

  問題は、個々の分野については当然担当者が集まっていただいて相談するのはそれは

それでいいと思うんですが、この広域事務組合総体として、全体を統括して、調整なり、

または判断なりをする機能というのが欠けていたから、例えば先ほど申し上げたような

議会の関連の例規ですね、例規の改正の遅れということにもつながっていったというふ

うに思いますが、そういった意味で個々の分はともかくとして、全体として構成市町村

の調整をするような機能というのはどこが持つのか。もしくは今後例えば広域事務組合

は木津川市が担当するとか、西部塵埃は精華町が担当するとか、公立山城病院はどこど

こが担当するとか、そういったように構成市町村でその辺のキーパーソンといいますか、

を配置するような思いはあるのかどうか、この点をお伺いします。以上です。 

○議長   福田次長。 

○福田次長   佐々木議員から２点御質問がありまして、１点目につきましては私のほ
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うから説明させていただきます。 

  予算書の１３ページをお開きください。こちらに第４款商工費、先ほど説明しました

とおり、この部分が消費生活センターに係ります経費でございます。さきに説明しまし

たとおり、１月になりまして国の補正予算等の発表がありまして、６０．２億円、基金

を１年間延長するというようなことで情報が入ってまいりまして、現在２分の１で組ん

でいるわけですけれども、これが２４年度と同様１０分の１０の補助金が受けられると

いうようになろうかと思います。 

  この第１目の商工総務費のうち、補助対象外の部分を申し上げますと、需用費の大半

部分、また役務費の全額、また公課費の全額、この部分につきましては対象事業から外

れておりますので、第１節から第９節の全額が満額補助が当たるというふうに考えてお

りますので、これらの部分の２分の１相当部分は、今後補正予算で精算をさせていただ

く、組み替え予算をさせていただく予定にしております。 

  以上でございます。 

○議長   林事務局長。 

○林事務局長   事務局長でございます。 

  ただいまの佐々木議員さんの２点目の御質問につきまして、非常に今後の相楽圏域に

おける広域行政がどうあるべきかという問題も含めて、御提案とか質問していただいた

なというふうに認識をしているところでございます。 

  昭和５６年の相楽郡広域事務組合、御承知のように相楽郡衛生管理組合、それから相

楽郡町村事務組合、相楽地区広域市町村圏協議会と、この三つが合体をしてここに至っ

ております。いわゆる平成２０年度末に、国が従前の広域行政制度、またはふるさと市

町村圏制度についても廃止をするという形で、いわゆる全国的には２８０ぐらいあった

ものが、現在は１５０程度になるというふうな状況になっております。 

  ただし、それぞれの圏域につきまして、必要があれば従来の広域行政を進めていると

いうふうな観点に立って進めているところでございます。相楽圏域につきましては、現

在のふるさと市町村圏をあわせまして、非常に狭い地域でございますし、火葬場問題、

あるいはクリーンセンターの問題、あるいはし尿処理場の問題、こういった広域行政に

かかわることはたくさんございますので、当分の間、こういった形で検討していこうと

いうところでございます。 

  そういう中で今、佐々木議員がおっしゃいますように、それぞれ消費生活センターな

り、衛生関係なり、あるいは総務関係なりのそれぞれの関係部署についてはそういう連

携をすることが、そういう部署を定期的に、あるいは臨時的に会をもって調整をしてい

るところでございます。それについては毎月行ってます定例理事会で基本的な基本方針

については調整をし、決定をしているという形になっています。 
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  確かに御指摘のようなことについては、いわゆる総合本部調整的なことについては、

一定必要かなと思っておりますけども、これも非常に各市町村いろいろ考えがございま

すし、またそれぞれの課題についての問題も非常に困難な課題もございますので、理事

会で一定の問題について、特別の担当者によってやっていくと、こういう形でいろいろ

物事を進めておるところでございますので、こういった形で改めてそういう組織をつく

っていきますことになりますと、広域事務組合はもちろんでございますけど、各関係市

町村の議会におきまして議案改正と、こういった手続も必要になってきますので、その

辺は今後の懸案する課題に応じて判断していかざるを得ないかなと思います。当面の間、

理事会でこれらの各関係部局を超えた大きな問題であると、あるいは重要な問題という

ことになれば、特別の組織をつくって、特別委員を任命してやっていくと、こういう形

でやっていくのが望ましいんじゃないかなというふうに考えます。 

  以上でございます。 

○議長   よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  議案第５号、平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算の件を採決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第５号、平成２５年度相楽郡広域事務組合一般会計予算の件は、原案の

とおり可決されました。 

  日程第１１、議案第６号、平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計

予算の件を議題とします。 

  議案の朗読を省略し、直ちに代表理事より提案理由の説明を求めます。 

  木村代表理事。 

○木村代表理事   それでは、議案第６号を提案させていただきます。 

  議案第６号、平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予算について。 



20 

  平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予算を別添のとおり定めま

す。 

  平成２５年２月１８日提出。 

  相楽郡広域事務組合代表理事。 

  それでは、提案説明を申し上げます。 

  平成２５年度特別会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，９３０万円としておりま

す。前年度比較では７０万円、３．５％の減となっております。 

  歳入歳出予算の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

  まず歳入では、財産収入は２３５万２，０００円、休日応急診療所収入は１，６６３

万６，０００円、繰越金３１万円、諸収入は２，０００円をそれぞれ計上しております。 

  次に、歳出でございます。平成２５年度におきましては、衛生費で休日応急診療所の

運営経費１，６６３万６，０００円を計上しております。また、ふるさと市町村圏振興

事業につきましては、事業の見直しを図り、地域づくりシンポジウムの開催と本組合の

情報を積極的に発信するためのホームページの２事業を計画しております。これらの事

業を推進するための振興費は２６６万４，０００円を計上しております。 

  以上、平成２５年度特別会計予算の概要を申し上げまして提案説明とさせていただき

ます。 

  なお、事務局より補足説明をさせますが、御審議の上、原案のとおり可決賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

○議長   提案理由の説明がありましたが、補足の説明を求めます。 

  事務局、福田次長。 

○福田次長   事務局次長の福田でございます。 

  それでは、議案第６号、平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予

算につきまして補足の説明を申し上げます。 

  まず歳入から申し上げますので、平成２５年度特別会計予算書の４ページをお開き願

います。 

  最初に第１款財産収入につきましては、基金７億円の０．４８％、中間利払率７０％

で、２３５万２，０００円を計上いたしております。 

  次の第２款休日応急診療所収入、第１項、第１目診療報酬収入に３６４万円を計上い

たしております。先ほどの補正予算でも説明申し上げましたとおり、患者１人当たり６，

５００円で１日当たり８人で見込み、診療日を７０日間として計上しているものでござ

います。さらに第２項繰入金、第２目一般会計繰入金につきましては、さきの一般会計

予算でも説明しましたとおり、１，２９９万６，０００円の計上でございます。 

  ５ページに移っていただきまして、第３款繰越金につきましては、平成２４年度の決
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算見込みから３１万円を計上、次の第４款諸収入につきましては、前年度と同額の計上

でございます。 

  以上の歳入合計で１，９３０万円となるものでございます。 

  続きまして６ページの歳出でございます。歳出におきましては、まず第１款の振興費

につきましては、ふるさと市町村圏振興事業といたしまして、先ほども代表理事からあ

りましたとおり、今年度は地域づくりのシンポジウム並びにホームページの委託料とい

うことで計上いたしておるものでございます。それ以外の経費につきましては振興費予

備費ということで計上させていただいております。 

  次に、７ページに移っていただきまして、第２款衛生費、つまり休日応急診療所運営

事業費でございます。第１目休日応急診療費に１，５８７万８，０００円を計上いたし

ております。昨年度との変更点といたしましては、賃金に会館管理臨時職員分といたし

まして５２万６，０００円を新規計上いたしております。診療所を開設して２年目に入

りますが、運営も軌道に乗ってきましたため、運営体制を見直しまして、休日診療所の

管理を常勤職員からアルバイト職員に変更するものであります。その他、医師、薬剤師

及び看護師の人件費や委託料を昨年度の１０カ月分から１年間分に計上しているという

ことが増額の要因でございます。 

  次に、第２目休日応急診療費予備費といたしまして７５万８，０００円を計上いたし

ております。 

  以上の歳出合計で１，９３０万円となるものでございます。 

  以上が歳入歳出予算の概要でございます。 

  なお、そのほか関係いたします資料を資料集という形で別にお配りしておりますので、

必要に応じましてご覧いただきますようお願いいたします。 

  以上で議案第６号の補足説明とさせていただきます。 

  御審議の上、御可決いただきますようお願いいたします。 

○議長   以上で議案の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑はありませんか。 

  佐々木議員。 

○佐々木議員   ７番佐々木です。２点お伺いします。 

  １点は休日診療所の件で、一応内科と小児科という２科体制という話だった。実際問

題として２科あるときもあれば、１科しかない場合もあるわけですね。２４年度という

か、今年度の間で、例えば各市町村の広報を見てくださいと書いてあるけども、実際に

は小児科担当医がいらっしゃらないときですね、お子さんを連れてこられた方とかいう

のがどのくらい発生をしてて、それは対応できているのかどうかですね。場合によって

は診てもらったときもあるだろうし、場合によっては別の病院を紹介だということもあ
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るでしょうけども、厳密な何人というとこまでする気はありませんけども、そういう実

績というか、過去の実績を踏まえた上で、２５年度はどういうふうな体制、２科体制が

どのくらいできるのか。もしくは例えばパターン化してしまって、月の第一、第三日曜

日は小児科があるとか、ないとかといったような、いわゆる誰もがわかりやすいような

体制にするような工夫というのはどのくらいできるのか。でないとわざわざ一応精華町

のホームページとかの広報誌にも一応載ってますけど、それを見てるかどうかは非常に

疑問が残るところですので、その点はどういうふうな見通しになっているのかが１点目

です。 

  もう１点は、ふるさと市町村圏の関係で、今年度で幾つかの事業が終わりになります

よね。来年度以降、そこにかかわってきた住民というか、相楽の方たちがどういう動き

をされようとしているのか。もう終わりだから全部これでジ・エンドだという話になる

のかですね。それとも自分たちの自主的な努力を含めて、何らかの、規模は変わるとし

ても、継続をしようという意思で自主的に動こうとされてるのか、その点について２点

お伺いしたいと思います。 

○議長   事務局、福田次長。 

○福田次長   事務局次長の福田です。それでは、私のほうからお答えさせていただき

ます。 

  佐々木議員のほうから２点御質問がありました。 

  １点目は休日診療所の関係でございます。まず、最初に２４年度の実績から申し上げ

ます。一部資料集にも記載してございますけれども、前回２月１１日まで、６月から２

月１１日までの５０日間の状況をまずは報告をさせていただきたいと思います。 

  この５０日間の中で、患者数が３７４名受診されました。これは５０日間で割り戻し

ますと１日７．５人というような実績になってございます。当診療所につきましては、

内科、小児科ということでやっておりますが、この３７４名の内訳ですが、内科の患者

様が１９３人、５２％、小児科の患者様が１８１名、４８％ということで、約半分ずつ

ということになっております。 

  そのほかの宇治市とか、城陽市の先行してます休日診療所を参考にさせていただいて

たんですけれども、ほかの市の休日診療所の７割がお子さん、３割が大人の方というふ

うに聞いておりますが、当圏域につきましては、公立山城病院のほうで二次救急で小児

科の体制をとっておられます関係もあるのかと思いますが、その辺では５２％、４８％

というのが実績数値であります。 

  そのほか、男女別とか年齢別なんかもとっておりますが、参考までに申し上げますと、

男性の方１８０人、４８％、女性の方１９４人、５２％。年齢で一番多く来られてます

のがゼロ歳から９歳が１４５人で３９％、続いて２０歳から３９歳の８４人で２２％と
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いう形になってございますので、７０歳以上の患者様が１５人、４％と低くなっており

まして、まだまだこの辺での周知というのが不足しているのかなという部分も考えてい

るところでございます。 

  そのうち、３７４名の患者様のうち、検査、また入院等が必要ということで医者が判

断をし、公立山城病院のほうに二次転送をさせていただいた患者さんが８名、全体の２％

でございます。内科で２名、うち１名が入院、小児科で６名、うち１名が入院というふ

うに聞いております。こういう形の公立山城病院との連携も図っているところでありま

す。 

  ３７４名のうちの市町村別内訳ですが、木津川市２５５名、６８％、続きまして精華

町８０人の２１％、笠置町で５名、１％、和束町で１８名、５％、南山城村で２名、１％、

その他の地域ということで１４人、４％ということで、このその他の１４名につきまし

ては、東京とか大阪、愛知県、千葉県ということがあるんですけれども、ほとんど夏休

みの里帰りで帰省された方というふうに思われます。こういう方の診察も１４名になっ

ております。 

  それと、診療所に問い合わせも含めまして５０日間で４４５名の方から電話が入って

おりまして、うち診療所を受診されました方が２７７人、６２％ということですので、

問い合わせもありますが、大半は小児科等、公立山城病院を紹介したというところが多

くあります。 

  最近２月になりましてからは、先ほどの内容にもありましたように１７．６人とイン

フルエンザ患者さんを中心に患者が増えておりますけれども、最近の傾向でいきますと、

内科のドクターも小児科を診ていただいてますし、また小児科のドクターも内科を診て

いただいている傾向はございます。この時期はやはり熱発、またインフルエンザが考え

られますので、この辺ではタミフル、またリレンザというふうな薬を処方するというの

が通常のことになっておりまして、そういったような患者さんにつきましては、内科、

小児科関係なく診ていただいているという状況があります。 

  来年度の状況になりますけれども、基本的にドクターの予定につきましては相楽医師

会のほうにお任せをしておりまして、事務局のほうでなかなかコントロールができない

部分がございますけれども、引き続き公立山城病院との連携を図りつつ、一人でも多く

のニーズにこたえられるような体制は、特に運営委員会等もございますので、その辺で

お諮りをさせていただいてやっていきたいなというふうに思っているのが現状でありま

す。 

  ２点目のふるさと市町村圏事業につきましては、平成２８年度まで５年間の定期預金

がありますので、それまでは理事会の方針の中ではふるさと市町村圏振興事業は続けて

いくというのは現時点での理事会決定事項でございますので、２８年度以降につきまし
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てはまだまだ未定な部分もございます。「相楽ふるさと塾」を昨年度取りやめ、また今

年度で第２０回の記念ということで相楽の文化を創るつどいも中止という形にしており

ますけれども、２月１０日に開催されました「第２０回記念相楽の文化を創るつどい」

も６００人の参加のもと、盛大に行われまして、今週の金曜日にはこの反省会をやるわ

けですけども、実行委員会の皆様につきましては、こういったような文化事業につきま

して、各市町村でそれぞれ取り組みがあるわけですけれども、広域的な観点から、相楽

が一体的に集う文化のイベントというのはこの相楽の文化を創るつどいの他にございま

せんので、何とか自主的に続けていきたいという思いを持っていただいている、大変あ

りがたいですけども、事務組合、また５市町村におきましても、それらの住民の皆さん

の気持ちを側面的ではありますが支援していきたい、こんなようなことで考えておると

ころでございます。 

  以上でございます。 

○議長   佐々木議員。 

○佐々木議員   休日診療所の件はわかりました。一応相楽医師会と連携してそれぞれ

適切な対応をお願いします。 

  もう１個のふるさと市町村圏事業のほうは、ある意味、文化のつどいとか、ふるさと

塾とかいったのは、自分たちのやってきた成果を披露すると同時に、ほかの団体や、ま

たは個人の方との交流という意味があるわけですよね。いわゆる双方向という意味があ

るので、そういった意味で何をやればいいかというのは私も断言はできませんけども、

今週の金曜日にまとめの会議があるということも含めて、例えばそういう気のあった人

が比較的気軽に集えるような、顔合わせができるような場とか、またはこれはちょっと

全員は難しいかもしれませんけど、ネットを使ってすれば、「相楽ふるさと交流フェイ

スブック」みたいなものを開設して、それぞれがそれぞれのいろんな意見交換とか、情

報交換とか、そんなことができるようなものを、例えば広域のサイトの中に組み込むと

か、そういうことも含めてできるだけ顔合わせ、相互の交流ができるような仕組みとい

うか支援ですね。お金はあまり使えないと思いますけども、支援をお考え願いたいなと

思いますけども、その点だけもう一回お願いします。 

○議長   林事務局長。 

○林事務局長   事務局長でございます。 

  これは２０年間いろいろ非常に文化の面、あるいは人材育成の面、その他多くの面で、

広域に相楽圏一体的な雰囲気を醸し出すという形で、一定の成果もあったと思います。

それぞれの地域におきまして、本当に人材育成の面からは、相楽地域のリーダーとなら

れる方もおられますし、またＮＰＯを立ち上げてというような形でやっておられます。 

  また文化のつどいでも、今事情を聞きますと、例え補助金がなくなっても自分たちで
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やっていこうと、こういうものでございます。いわゆるスポーツ、野球とか広域文化関

係分野、こういう分野においてもそれぞれリーダーがおられて、それぞれのチームが根

づいてやっているというようなこと、そういう時代でございますので、そういうふうな

雰囲気も出てきておりますので、それは各市町村で行政と連携しながら全体の文化・ス

ポーツ、そういうところが発展できていくように、またこれから支援していきたいなと

いうふうに思いますので、またよろしくお願いします。 

○議長   ほかにございませんか。 

  村尾議員。 

○村尾議員   ８番村尾です。１点だけちょっと確認だけしたいなと思います。 

  この資料の７ページの休日応急診療費の賃金のところですけれど、先ほどの説明では

会館管理というところ、このアルバイトの方は最初の常勤の方から変更していくという

お話がありましたけど、そのアルバイト対象者はどういった方を考えておられるかとい

うことと、当然休日のピーク時の対策、対応とかをどういったものを考えておられるか

という、その辺２点、お願いしたいと思います。 

○議長   林事務局長。 

○林事務局長   事務局長でございます。 

  ただいまの村尾議員さんの御質問にお答えします。 

  今回当初開設に当たりまして、我々は経験がございませんので、また他の施設をいろ

いろ聞きましたら、例えば保険証を忘れたとか、あるいは医療に対する、先生にくって

かかったとか、こういうようないろんなことを聞きましたので、これはやっぱり管理上、

いろいろ我々気にする必要があるんじゃないかなという形で、４名の職員が交代で年末

年始もやってきましたけれども、今回先ほど報告がありましたように、五十数日やって

きましたけれども、現在そういった重要なというか、大きなそういった苦情等はござい

ませんので、一定地域の皆さんに御理解をしていただけたと。 

（テープ交換） 

消費生活相談員の人件費を予算化しましたけども、４日勤務から３日勤務になるとい

う形で、これはいろいろ経済的な損失というんですか、少なくなるということもござい

ますし、それで相談員さんとの交渉、協議の結果、希望に応じて相談業務はもちろんや

っていただく、それ以外に、日曜日、祝祭日の休日応急診療に一部当たっていただこう

と。あわせてもう１人、事務補助で事務職員を通常週４日でするという形を思ってます

ので、その方と交代で出ると、こういう形で思ってます。 

  村尾議員が御指摘のように、万が一そういった臨時職員で対応できないことについて

は、我々職員が直ちに来れる状態をつくっておくという形で思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。 
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○議長   村尾議員。 

○村尾議員   先ほどのアルバイトの対象者をどういった方を考えておられるか。例え

ば学生とか、役所のＯＢの方とか、そういった方を考えておられるかということです。 

○議長   林事務局長。 

○林事務局長   対象者は一応職安で募集をしてやっていきたい。木津川市さんだった

ら臨時職員の登録とかでやっておりますけども、当組合においてはそういった制度はし

ておりませんので、公平にやっていくという形で、職安で募集をかけて、その中で経験

等を参考にさせていただいて面接試験等で決めていきたいと考えております。 

○議長   ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   なければ、質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長   討論なしと認めます。 

  これより採決を行います。 

  議案第６号、平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予算の件を採

決します。 

  この採決は挙手によって行います。 

  原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（賛成者挙手） 

○議長   挙手全員であります。 

  よって、議案第６号、平成２５年度相楽地区ふるさと市町村圏振興事業特別会計予算

の件は、原案のとおり可決されました。 

  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

  これをもちまして、平成２５年第１回相楽郡広域事務組合議会定例会を閉会します。 

  本日は長時間にわたり慎重に御審議を賜り、大変ありがとうございました。議員の皆

様の今後のますますの御健勝と御多幸を御祈念申し上げます。 

  大変御苦労さまでございました。 

（午後３時４０分 閉会） 
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